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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 22,123 8.1 1,075 △6.3 1,480 0.7 1,355 36.1

2021年３月期第３四半期 20,469 △16.0 1,148 △35.1 1,470 △28.6 995 △40.7

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 1,561百万円（△36.8％） 2021年３月期第３四半期 2,469百万円（6.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 48.20 －

2021年３月期第３四半期 35.43 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 66,512 54,081 81.1 1,917.22

2021年３月期 65,200 53,335 81.6 1,893.12

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 53,954百万円 2021年３月期 53,204百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 15.00 － 15.00 30.00

2022年３月期 － 15.00 －

2022年３月期（予想） 15.00 30.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,000 9.0 1,700 20.6 1,900 7.6 1,320 8.9 46.97

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 32,732,800株 2021年３月期 32,732,800株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 4,590,649株 2021年３月期 4,628,687株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 28,124,614株 2021年３月期３Ｑ 28,104,311株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）　　、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、〔添付資料〕２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」の「(３) 連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足資料は、2022年２月14日に当社ホームページに掲載いたします。
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熱交換器事業 プロセスエンジニアリング事業 バルブ事業 その他事業

受注高 9,693（　23.9％） 13,171（　33.9％） 3,052（ △7.6％） 68（ △5.4％）

売上高 8,592（ 　0.6％） 10,043（　13.4％） 3,418（　14.0％） 68（ △5.4％）

セグメント利益 814（　22.7％） 15（△95.3％） 276（　33.7％） 50（ △1.2％）

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　先進国を中心に新型コロナウイルスワクチンが普及し経済活動が再開したことにより、当第３四半期連結累計期

間における世界経済は回復の動きが見られました。国内経済においても、個人消費が低迷しているものの、製造業

の生産活動は回復基調が続いており、10月の緊急事態宣言解除以降は経済活動の正常化も進みました。一方、世界

的な資源価格の高騰や半導体をはじめとする部材の不足、収束が見通せない新型コロナウイルスの感染拡大など、

経済の先行きは依然として不透明な状況が続いています。

　このような経済環境の中、当第３四半期連結累計期間における当社グループの受注高は、前年同期に比べ23.5％

増加し25,985百万円となりました。熱交換器事業は半導体関連や船舶向けが好調に推移したほか、プラント向けの

メンテナンス関連を受注し増加となりました。また、プロセスエンジニアリング事業は食品機器が低調となりまし

たが、医薬機器及び染色仕上機器において大口案件を受注したことにより増加となりました。一方、バルブ事業は

顧客の設備投資延期、規模縮小の影響などにより減少しました。

　売上高は、前年同期に比べ8.1％増加し22,123百万円となりました。熱交換器事業は半導体や空調向けの売上が

好調に推移し増収となりました。プロセスエンジニアリング事業は新型コロナウイルスワクチン培養プラントな

ど、医薬機器において大口案件があったことなどにより増収となりました。また、バルブ事業は化学向けに豊富な

受注残があったことなどにより増収となりました。

　利益面では、売上高の増加要因があったものの、プロセスエンジニアリング事業において不採算案件に引当金を

計上したことなどにより、営業利益は前年同期に比べ6.4％減少し1,075百万円となりました。一方、受取配当金や

為替差益の増加などにより、経常利益は前年同期に比べ0.7％増加し1,480百万円となりました。また、政策保有株

式の縮減による特別利益を計上したことなどにより、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期に比べ

36.1％増加し1,355百万円となりました。

　セグメント別の経営成績は次のとおりです。

〔単位：百万円/（％）前年同期比増減率〕

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の資産は66,512百万円となり、前連結会計年度末65,200百万円から1,312百万円

の増加となりました。

　これは、売上債権429百万円等の減少があったものの、現金及び預金1,585百万円や投資有価証券173百万円等

の増加が上回ったことによります。

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末の負債は12,431百万円となり、前連結会計年度末11,865百万円から566百万円の

増加となりました。

　これは、賞与引当金312百万円等の減少があったものの、仕入債務562百万円や繰延税金負債262百万円等の増

加が上回ったことによります。

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末の純資産は54,081百万円となり、前連結会計年度末53,335百万円から746百万円

の増加となりました。

　これは、親会社株主に帰属する四半期純利益1,355百万円の計上やその他有価証券評価差額金169百万円等の増

加があったことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月14日公表の業績予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,115 16,700

受取手形及び売掛金 7,581 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 6,600

電子記録債権 1,956 2,508

商品及び製品 2,299 2,233

仕掛品 4,155 4,368

原材料及び貯蔵品 1,202 1,030

その他 300 271

貸倒引当金 △15 △15

流動資産合計 32,597 33,699

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 6,284 6,014

機械及び装置（純額） 1,605 1,615

その他（純額） 6,972 7,512

有形固定資産合計 14,863 15,142

無形固定資産

ソフトウエア 306 271

のれん 123 107

その他 184 325

無形固定資産合計 615 703

投資その他の資産

投資有価証券 13,637 13,811

退職給付に係る資産 736 902

その他 2,751 2,253

貸倒引当金 △0 △0

投資その他の資産合計 17,124 16,967

固定資産合計 32,603 32,813

資産合計 65,200 66,512

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 3 -

㈱日阪製作所(6247)　2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,695 2,925

電子記録債務 1,516 1,849

１年内返済予定の長期借入金 3 3

未払法人税等 256 152

製品保証引当金 157 135

賞与引当金 686 374

その他 3,989 4,150

流動負債合計 9,306 9,591

固定負債

長期借入金 6 3

繰延税金負債 2,342 2,604

退職給付に係る負債 117 135

その他 92 95

固定負債合計 2,558 2,839

負債合計 11,865 12,431

純資産の部

株主資本

資本金 4,150 4,150

資本剰余金 8,820 8,820

利益剰余金 38,231 38,743

自己株式 △3,990 △3,958

株主資本合計 47,210 47,754

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,863 6,033

繰延ヘッジ損益 △1 △7

為替換算調整勘定 △12 59

退職給付に係る調整累計額 143 114

その他の包括利益累計額合計 5,993 6,200

非支配株主持分 130 126

純資産合計 53,335 54,081

負債純資産合計 65,200 66,512
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 20,469 22,123

売上原価 15,704 17,290

売上総利益 4,765 4,832

販売費及び一般管理費 3,616 3,756

営業利益 1,148 1,075

営業外収益

受取利息 9 5

受取配当金 290 333

持分法による投資利益 39 23

為替差益 － 39

その他 23 27

営業外収益合計 363 430

営業外費用

支払利息 0 0

手形売却損 0 1

為替差損 14 －

休止固定資産維持費用 23 22

その他 2 1

営業外費用合計 41 26

経常利益 1,470 1,480

特別利益

固定資産売却益 0 1

投資有価証券売却益 － 438

特別利益合計 0 439

特別損失

固定資産除売却損 0 1

減損損失 30 －

投資有価証券評価損 27 21

災害関連費用 26 －

特別損失合計 84 22

税金等調整前四半期純利益 1,385 1,896

法人税、住民税及び事業税 139 362

法人税等調整額 256 180

法人税等合計 395 542

四半期純利益 990 1,354

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5 △1

親会社株主に帰属する四半期純利益 995 1,355

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

- 5 -

㈱日阪製作所(6247)　2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 990 1,354

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,413 170

繰延ヘッジ損益 6 △5

為替換算調整勘定 38 72

退職給付に係る調整額 15 △28

持分法適用会社に対する持分相当額 5 △0

その他の包括利益合計 1,479 207

四半期包括利益 2,469 1,561

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,473 1,562

非支配株主に係る四半期包括利益 △3 △0

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。

　なお、当該会計基準等の適用による四半期連結財務諸表への影響はありません。

（追加情報）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　「収益認識会計基準等」を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示

していた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間の期首より「受取手形、売掛金及び契約資産」

に含めて表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-４項に定める経過的な取扱いに従って、

前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関す

る会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第３四

半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計

熱交換器
プロセス

エンジニアリング
バルブ 計

売上高

外部顧客への売上高 8,545 8,853 2,998 20,397 72 20,469

セグメント利益 664 324 206 1,195 50 1,246

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,195

「その他」の区分の利益 50

のれんの償却額 △16

全社費用（注） △82

棚卸資産の調整額 △4

その他の調整額 5

四半期連結損益計算書の営業利益 1,148

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、発電事業等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　「その他」セグメントにおいて、不動産物件の売却を決定したことに伴い減損損失を計上しておりま

す。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては30百万円であります。

　　当該資産の売却は完了しております。

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計

熱交換器
プロセス

エンジニアリング
バルブ 計

売上高

顧客との契約から生
じる収益

8,592 10,043 3,418 22,054 20 22,075

その他の収益 － － － － 47 47

外部顧客への売上高 8,592 10,043 3,418 22,054 68 22,123

セグメント利益 814 15 276 1,106 50 1,156

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,106

「その他」の区分の利益 50

のれんの償却額 △16

全社費用（注） △86

棚卸資産の調整額 △6

その他の調整額 28

四半期連結損益計算書の営業利益 1,075

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、発電事業等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
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　㈱日阪製作所(6247)　2022年３月期　第３四半期決算短信
３．補足情報（ＩＲ情報）
　（１）セグメント別売上高

（単位：百万円）

( 1,149 ) ( 5.6 % ) ( 1,871 ) ( 8.5 % ) ( 721 ) ( 162.7 % ) ( 1,656 ) ( 5.9 % )

8,545 41.7 8,592 38.8 47 100.6 11,298 39.7

( 1,793 ) ( 8.8 ) ( 1,492 　　　　　 ( 6.7 ) ( △300 ) ( 83.2 ) ( 2,084 ) ( 7.3 )

8,853 43.3 10,043 45.4 1,190 113.4 13,100 46.1

( 425 ) ( 2.1 ) ( 630 ) ( 2.9 ) ( 205 ) ( 148.2 ) ( 517 ) ( 1.8 )

2,998 14.6 3,418 15.5  420 114.0 3,945 13.9

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

72 0.4 68 0.3 △3 94.6 93 0.3

( 3,368 ) ( 16.5 ) ( 3,994 ) ( 18.1 ) ( 626 ) ( 118.6 ) ( 4,258 ) ( 15.0 )

20,469 100.0 22,123 100.0 1,653 108.1 28,437 100.0

　注．(  )は海外売上高で内書であります。

　（２）セグメント別受注高及び受注残高

（単位：百万円）

( 1,058 ) ( 5.0 % ) ( 2,394 ) ( 9.2 % ) ( 1,336 ) ( 226.2 % ) ( 2,016 ) ( 7.2 % )

7,823 37.2 9,693 37.3  1,870 123.9 10,405 36.9

( 1,151 ) ( 5.5 ) ( 3,222 ) ( 12.4 ) ( 2,071 ) ( 279.9 ) ( 1,442 ) ( 5.1 )

9,834 46.8 13,171 50.7  3,337 133.9 13,307 47.3

( 415 ) ( 2.0 ) ( 360 ) ( 1.4 ) ( △ 55 ) ( 86.7 ) ( 678 ) ( 2.4 )

3,303 15.7 3,052 11.7 △ 250 92.4 4,358 15.5

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

72 0.3 68 0.3 △ 3 94.6 93 0.3

( 2,625 ) ( 12.5 ) ( 5,978 ) ( 23.0 ) ( 3,352 ) ( 227.7 ) ( 4,137 ) ( 14.7 )

21,033 100.0 25,985 100.0 4,952 123.5 28,165 100.0

( 534 ) ( 3.6 % ) ( 1,508 ) ( 8.4 % ) ( 974 ) ( 282.5 % ) ( 985 ) ( 7.0 % )

3,301 22.1 4,230 23.6 929 128.2 3,130 22.2

( 1,380 ) ( 9.3 ) ( 3,110 ) ( 17.3 ) ( 1,729 ) ( 225.3 ) ( 1,379 ) ( 9.8 )

10,271 68.8 12,625 70.3 2,354 122.9 9,497 67.4

( 287 ) ( 1.9 ) ( 187 ) ( 1.1 ) ( △ 99 ) ( 65.4 ) ( 458 ) ( 3.2 )

1,354 9.1 1,097 6.1 △ 257 81.0 1,463 10.4

( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - ) ( - )

- - - - - - - -

( 2,202 ) ( 14.8 ) ( 4,806 ) ( 26.8 ) ( 2,604 ) ( 218.3 ) ( 2,823 ) ( 20.0 )

14,927 100.0 17,953 100.0 3,026 120.3 14,090 100.0

　注．(  )は海外受注高及び海外受注残高で内書であります。

構成比

熱 交 換 器

項   目

前四半期 当四半期

増減金額 前年同期比

(参考）前連結会計年度

2020年4月～2020年12月 2021年4月～2021年12月 2020年4月～2021年3月

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額

プ ロ セ ス
エ ン ジ ニ ア リ ン グ

バ ル ブ

そ の 他

合 計

(参考）前連結会計年度

2020年4月～2020年12月 2021年4月～2021年12月 2020年4月～2021年3月

金　額 金　額 構成比

項   目

前四半期 当四半期

増減金額 前年同期比

構成比 金　額 構成比

合 計

受

注

残

高

熱 交 換 器

プ ロ セ ス
エンジニアリング

バ ル ブ

そ の 他

合 計

受

注

高

熱 交 換 器

プ ロ セ ス
エンジニアリング

バ ル ブ

そ の 他
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